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【はじめに】新人看護師研修の一環として中央滅菌室での研修を行って
いる。新人看護師は、患者のケアに必要な物がどのような経路で患者に
届くのか、部署見学、担当者からの説明、情報交換など、物流を通して
チーム医療の一員としての役割を学ぶ。また指導担当者は、中央滅菌室
での勤務経験に関わらずスタッフ全員で研修に関わり、指導内容の確認
やシミュレーション実施、研修レポートの確認を行い、次回の指導へ活
かしている。新人看護師は目的を達成し、指導担当者は自分の知識の正
確性、習得度を確認する機会となっている本研修の意義を報告する。
【内容】１）４～５人のグループ別の半日の研修。新人看護師は、スタ
ンダードプリコーションの後、使用器材の回収、器械・手洗い洗浄、乾
燥を体験する。衛生材料のパック作成をしているボランティアとの交流
がある。
２）研修指導担当者は、カンファレンスで研修内容の確認を行い、日常
業務での経験を交えながら説明できるように準備し、研修対象者が同じ
レベルの知識を得られるようにベテランスタッフが傍で補足説明を行っ
ている。また、滅菌物の取り扱い方法や滅菌保証について、特有の専門
用語を分かりやすく説明し、理解して貰えるように努めている。
３）新人看護師のレポートから、ルールに基づく物品の取り扱いの必要
性など、研修の目的が達成できたこと、ボランティアの方への感謝の気
持ちや全ての職種が患者ケアに関わっていることを実感していることが
わかった。
【まとめ】
１）新人看護師に滅菌物の取り扱いを指導することで、経験の浅いスタッ
フ始めベテランスタッフも初心に帰って学ぶ機会になり業務を再確認で
きる。
２）研修は、新人看護師と研修指導の担当者双方の知識の修得と日常業
務に活かされる貴重な情報交換の場となる。
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【はじめに】院内移植コーディネーター委員会は医師・看護師・薬
剤師の 14 名で構成されており、臓器移植の啓発および臓器提供時
の体制整備を行っている。【問題点】当院は心停止下での臓器提供
施設であり、多くの献腎移植を行っている。しかし、ドナー提供の
実績がなく、ドナーとなりうる状態の患者が発生した場合に作成す
る個票の提出もほとんどない状態であった。そこで委員会で行った
取り組みについて報告する。【取り組み】職員の臓器移植に関する
理解を深めてもらうよう研修会の開催や院内会報への掲載を行って
いる。また、患者個票の作成に役立てようと、昨年 9 月より入院案
内にドナーカードの有無を確認する書面を追加した。ドナーカード
に関する情報は電子カルテへ入力され、情報が共有できるように
なった。さらに、12 月には初めて心停止下腎提供のシュミレーショ
ンを行った。院内臓器提供マニュアルをもとに、病室や手術室等を
使用して動きを確認していった。県の移植コーディネーターにも参
加していただき、患者家族への説明や移植コーディネーターへの報
告の仕方についてロールプレイを行った。これをもとに、マニュア
ルの修正や必要になる物品を揃えた。【今後の課題】臓器提供につ
いてオプション提示を行ったケースが少なく、現状ではオプション
提示を行うかどうか救急医に任されている。医療サイドから臓器提
供の話しは切り出しにくく、どのようにオプション提示を行うか検
討していく必要がある。また、今秋には脳死下臓器提供施設となる
予定であり、脳死下臓器提供マニュアルの整備と臓器提供のさらな
る啓発活動を行っていくことが必要であると考える。
